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緊急コールのデータ分析及びその追加調査によって、機械式駐車場の冠水や地震の被災時に発生が予測される
問題点を明らかにした事例①

台風、豪雨等の場合

大和ライフネクスト株式会社による調査
・受託管理している管理組合数 ： 3,731組合（平成27年3月末）
・平成28年4月1日から平成29年1月31日までの緊急コールセンターの受信件数 ： 83,521件

機械式駐車場の取扱説明書
記載例

・周りからの雨水流れ込みの
事態が予想される場合、
ピット内の全車は早めに地
上に退避させてください。
・風速15/秒以上の場合は、
装置の操作を行わないでく
ださい。

台風等の被災と受信件数とに相関関係が見られる。
平成28年台風9号
8月21日205件、8月22日（千葉県上陸）601件、
8月23日370件
平成28年台風16号
9月19日187件、
9月20日（鹿児島県上陸、和歌山県再上陸）553件

広域的かつ継続的
な被害であるため
と考えられる。

平成28年度における
冠水事故
発生件数 12件
発生率 0.32％

300組合に1件の
割合で冠水事故
発生

・豪雨や洪水の恐
れがあるときは、機
械式駐車場から車
を退避させることが
前提となっている。

・車両保険の水災
特約以外には救済
されない。

事実関係 考察

管理会社の対応が
遅れることも考えら
れる。
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マンション管理業者
の履行義務やメー
カー保証の範疇外
であることを、利用
者は強く認識してお
く必要がある。
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・Ｈ1：「データ分析によって明らかになる災害とマンション」 ・Ｈ3：「被災マンションにおける問題点等の法的解決策」

・Ｈ2：「熊本地震 被災したマンションが直面したこと」 ・Ｈ4：「災害に負けないマンション」
水平展開
可能な資料

地震の場合

専有部分の
費用負担は
区分所有者
である。

緊急コールのデータ分析及びその追加調査によって、機械式駐車場の冠水や地震の被災時に発生が予測される
問題点を明らかにした事例②

都市圏では、
避難所の不
足からマン
ション住民は
在宅避難を
求められる。

熊本地震の場合、多くが避難所か
親戚宅等に避難していたようであ
る。

居住者がマンションに戻っ
た後、最も必要とされたの
は、ゴミの回収である。

膨大な震災ゴミが生活の復
旧の妨げになっていた。

・最も評価された対応ではあったが、

管理委託契約外の対応であり、その点
留意が必要である。

・また、ゴミの保管場所、衛生面等を検
討している管理組合は少なく、今後求め
られる備えである

災害発生時の状況前提

間仕切り壁の補修の場合

・専有部分であるクロスとボードを
剥がさないと補修できない。

・費用負担したくない区分所有者
が剥がすことに難色を示す事態が
発生

標準管理規約第23条第
5項の規定を用いて、専
有部分への立入りにより
生じた原状復旧として、
管理組合が費用負担す
ることとした。

躯体 共用部分 管理組合にて修繕

ボード 専有部分 区分所有者にて修繕

クロス 専有部分 区分所有者にて修繕

管理組合にて修繕

管理組合にて原状回復

管理組合にて原状回復

【原則】
【例外①】躯体部分が原因でボードとクロスが毀
損している場合の原状回復費用

【例外②】躯体調査のため、クロスを剥がした場合の現
状回復費用

管理組合にて修繕

管理組合にて原状回復

管理組合にて原状回復

管理組合がクロスとボードの
原状回復費用を負担する例
外パターンを設定

①仕切壁（躯体）が原因でク
ロスとボードが破損している
場合

②躯体調査のためにクロス
を剥がした場合

補助事業者が、2トン
車を派遣し、ゴミの搬
出を代行した。（理事
長からの委任が必要）

避難する（している）ことによる熊本地震特有のニーズ
・マンションの状況を教えてほしい。
・停まってしまった機械式駐車場をすぐに動かしてほしい。
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